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母 校 の 未 来 ヘ

■ ,   幹 事 長  lti本F沢頂 僣 (昭和30年 理工卒)

「経済大国 。日本」という言葉が聞かれるが、朴は
|「
教育大撃・甲不Jと いい●

い。内容の是非はともあれ、 12年修学は国民のぼとんどであり 大学生の数は四

百万に近いと聞く。学生の指向も私の時代とは異なり、国立大学に合格しながら私

立大学に入るケースが出て、しかも年々ふぇる傾向にあるょぅです。教育は昔も今 `

も金のかかるものいうことは変ゎりがない。16年のうち最後の4年か将来の人生

進略を決定的にするという点で、大学生活は人生の最も重要な時期であるのは云 う

までもありませんcそ のことが授業料が高 く家計を圧迫させることを承知の上で国

立大学に合格 しながら私立大学に入るゆえんである。しかし、私達の母校「立命館

大学」をどの様な特徴をもった大学にするか今一つは つきりしない。「未来をFgじ

未来に生きる」大学としてどこが他大学より優れているか。要するに自分の子供オ tl

入れるとすれば、今一つ魅力に欠けている。みんなで知恵を出しあつて魅力あるン

園づくりをしようではないかも        ■

神奈り|1県 支都舞 2回 総会成功 りに終わる

橋 本 卓 也 (昭和46年産社率)

4月 1日 (日 )午後 2時∞分より、立命館大学総長天野綱夫先生他多数の来賓を

羊口えて、神奈メ|1県支部第 2回総会が開催 されたち会場は横浜駅繊内を東口に出ると

首都高速道路わきにあるヨコハマプラザホテル、参加者は家族 も合めると約 140
名を越 えまずまずであった。開会の辞 、機歌斉唱で嬢まり、議長が選出され、58
年度活動経過報告、同会辞報告、監査報告、 69年度活動富:画 (案 )、 同予算 (案 )

が次々と発表され全てが万場■致で可決承認された:続いて来僚の紹介、天野総長

による「学園の現状と将来の展望」と題 しての記念講演があ―り応緩歌を斉娼して総

会の部は終 了した。いよいよ式場を移 しての懇親会であるこ卒業以来の再会、昨年

の総会以来の懇慟、あちこちに小さなク
｀
ループがたくさ

―
全 E暴 :与言『

合 う声と、

1笑 いの中に懐 しさと壮健で再会できた事の喜びが‐llH会

受付付近に大きな人垣ができた。我立命館大学が生んだ新進気銀の作家、正延哲

士畿 (文学部哲学科)の著贅「最後の博徒・波谷守之の率生」施 3冊のサイン即わ |

会がはじまつた。すると―ドーン・ド●ン・ドドン・ドドドド「:・ 1・ ■突然耳をつんざ
かんはかりの和太鼓の音。会場が■瞬の静寂を取りもとすのも束の間、他に控ネる

|

大小5■ 6合の太餃がそれにあわせてリズミカルにうなり出した
=速

く、大きく、

薄社に、そして次第にゆっくり小さくなったかと思うとまた速く。天野富と若連に

ょる人樹めすばらしい競演である。まさに懇親会もクライマックスであち走:  |:
その後、カラオケも飛び出す薔、和やかな雰血気のうちに支蔀め発展と来年の書

会を約束して散会となった。
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日李電の■事事長が準●1経薔大国の
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